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「陸前高田市の奇跡の一本松」に係わる住民の意識について
A Study of the Consciousness of Residents of ‘Rikuzentakata’s Pine Tree of Hope’
長　友　大　幸・坂　野　未　緒










































































































































































































































合 わ せ て19名（76.0 ％） で あった（表８）。
東日本大震災での影響は多大なものであった。
そうした中、唯一生き残った一本松を見て地
元の人たちは、身を持って生命や自然の大切
さ、不思議さを感じているものと考えられる。
（ⅵ）辛いことを思い出させる
　「思う」11名（44.0％）、「少し思う」７名
表９　辛いことを思い出させる 表10　「奇跡の一本松」の保護
回答項目（ｎ＝25） 人数 （％）
思う 11 44
少し思う 7 28
どちらとも言えない 4 16
あまり思わない 1 4
思わない 1 4
無回答 1 4
回答項目（ｎ＝25） 人数 （％）
思う 10 40
少し思う 2 8
どちらとも言えない 10 40
あまり思わない 2 8
思わない 1 4
無回答 0 0
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　震災直後では植物は減ったが震災から５年
経過する2016年現在では、少しずつ増えてき
ていることがわかった。植物を増やす為の活
動をしている人が多数おり、庭に季節ごとの
花を植えたり、野菜を作ったりなど震災前に
していたことを再び始めている人もいた。
　「一本松」の調査では、松を見ることによ
り頑張れる人、元気をもらえる人、辛いこと
を思い出す人など、様々な人がいることがわ
かった。しかし、枯死してなお希望を与えて
くれるものであると多くの住民は考えている
ことがわかった。一方、「奇跡の一本松」の今
後の保護には、地元でも意見が分かれている
ことが窺えた。それは、「奇跡の一本松」を地
元の人々は陸前高田の象徴であるとともに、
仮設住宅や農作物の被害などの現実や、多く
の犠牲者をだした津波の辛い過去を思い出さ
せる負の象徴としても捉えられているためと
推察された。
　「奇跡の一本松」が住民にとって今後とも
保護していくべきものとの意識を高めるには、
住民が以前の生活を取り戻し、安心して暮ら
せるよう、震災復興への取り組みを加速させ
る必要がある。
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